
令和2年7月6日
桑名地域農業改良普及センター 馬場、大野、鷲野、西山（TEL:0594-24-3641）

水田たより

薬剤名 散布量 希釈倍数 使用時期

スタークル粒剤 3kg/10a ー 収穫7日前まで

ダントツ粒剤 3kg/10a ー 収穫7日前まで

スミチオン乳剤 60～150L/10a
800～1000倍
(第2世代)

収穫21日前まで

●いなべ市や東員町のほぼ全域で確認されています。
特に、山林や休耕田等の越冬地がある場所で、集中的に発生しています。

●桑名市や木曽岬町での発生は少ないですが、今後に向けて注意が必要です。
●業務用米や飼料用米だけでなく、早生品種(ｺｼﾋｶﾘ等)でも発生しています。

①ﾆｶﾒｲﾁｭｳ対策は、殺虫剤の散布が有効です！

食害中の幼虫食害を受けたイネ

「ニカメイチュウ」に登録のある殺虫剤の例（令和2年7月1日時点）

②散布適期

1cm

葉鞘は黄褐変し
芯枯れも発生

食害後は
次の葉鞘へ移動

早生(ｺｼﾋｶﾘ, ｷﾇﾋｶﾘ) → 7月中旬～下旬（斑点米ｶﾒﾑｼにも有効）
業務用米,飼料用米 → 7月下旬～8月上旬
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出典：三重県病害虫防除所

7月中旬から
第2世代が羽化

※農薬の使用にあたっては、ラベルに記載された内容を十分に確認してださい。


